
油流出事故を起こさないためには・・・

暖房機用重油タンクからの流出事故が頻発しています。
事故を起こすと、使用者は流出した油の回収や汚染された土壌からの油流出防止対策

等に莫大な出費と労力がかかります。
（対策費に数百万円、油が流出しなくなるまで約1年かかった事例もあります）。
行政指導や処分の対象となる場合があるほか、被害を受けた方から損害賠償を求めら

れることもあります。

【注意が必要なポイント（例）】

農業用ハウス等における、
暖房機用重油タンクからの油流出事故に

ご注意ください！

日々のリスク管理が必要です！！

暖房機

重油タンク未使用時は、必ず
バルブを閉める

漏れた時のために
防液堤を設置する
（雨対策も行う）

配管の日常点検
（目視・臭い等）

※地上配管が望ましい
（管理しやすい）

●使用前に 必ず 配管漏れ等がないか 確認 する。
（古い配管、地下に埋設している配管は特に注意が必要）

●日常的に 必ず 点検を 実施 する。
(重油の残量を確認し、減りが多くないか確認しておく。)

●未使用時は 必ず バルブを 閉める。


